
阿佐ヶ谷駅北東地区土地区画整理事業

旧河北総合病院跡地の
河北医療財団による解体工事に関する

説明及び意見交換の会

令和8年11月

杉並区 政策経営部 企画課 事業調整担当

杉並区 教育委員会事務局 学校運営課
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３．区の考え方
３－１．地下構造物等を将来除去する場合と

直ちに除去する場合の比較
３－２．存置される地下構造物等に関する区の考え

４．その他
土壌汚染対策調査結果の報告

５．質疑応答
６．閉 会

・政策経営部 事業調整担当部⾧ 髙山 靖 ・教育委員会事務局 学校運営担当部⾧ 小松 由美子

・政策経営部 事業調整担当課⾧ 中谷 友哉 ・教育委員会事務局 学校運営課⾧ 安川 卓弘

・政策経営部 事業調整担当課⾧ 鈴木 伸建 ・教育委員会事務局 学校整備担当課⾧ 相馬 吏

・政策経営部 施設整備担当課⾧ 郡司 洋介 ・環境部 環境課⾧ 矢花 伸二

・総務部 政策法務担当課⾧ 髙取 将弘

次 第

１．挨拶・説明者紹介
２．区からの説明
２－１．区画整理事業の概要
２－２．当初スケジュール
２－３．河北医療財団からの申し入れ
２－４．区と河北医療財団の見解比較
２－５．区と河北医療財団による協議経過
２－６．確認書締結に向けた協議
２－７．地下構造物が存置される範囲図
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阿佐ヶ谷駅北東地区土地区画整理事業の当初計画（令和元年８月）

けやき屋敷等の解体 → 河北総合病院の移転整備

→ 旧河北総合病院の解体 → 杉並第一小学校の移転整備

→ 杉並第一小学校の解体 ※この間、道路整備も行う

B街区

C街区

A街区

済
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阿佐ヶ谷駅北東地区土地区画整理事業の当初計画
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6

解体工事の工期延伸
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河北医療財団の見解区の見解

病院跡地は小学校の移転改築先としての利用を
想定しており、小学校建設の支障とならない障
害物の除外まで要求していない。

現に土地利用している者（河北医療財団）が、
杭等の地下構造物を全て除去し、その費用を負
担することを定めている。

施行協定書
第7条第1項の解釈

学校建設に支障のない杭まで除去することは、
将来、隣接道路及び近隣住宅地域に地盤沈下を
発生させる恐れがあり、近隣住民や近隣住宅の
安全性をおびやかす可能性がある。

杭等を全て除去したとしても地盤の強度が著し
く低下するとは言えず、除去後の埋め戻しを適
切に行うことで強度は確保できる。

周辺地盤の安定性

小学校建設のための土地として用途が確定して
おり、その小学校建設に「支障がなく」さらに
は「地盤の安定に資する」杭等の存置が、「当
然に」価値を下げるといえるだけの確たる根拠
はない。

杭等の地下構造物が存置された場合には、土地
の価値は当然に下がる。この点については不動
産鑑定士に確認をしている。

土地評価

解体遅れは多分に外部的要因による（コロナ禍
の経済への影響、ウクライナ侵攻、円安の急激
な進行、深刻な人手不足、人件費及び資材の高
騰、猛暑日の増加による労働者への配慮等）。
外部的要因により具体的な解体工事のスケ
ジュールに影響が生じるまでの間には、ある程
度の時間差があるのは当然。

河北医療財団が示す外部的要因はいずれも、河
北医療財団による病院移転改築工事の工期の変
更などを踏まえ全体工事スケジュールの変更を
行った令和6年8月以降、新たに発生したことで
はなく、今回のスケジュールに影響を与える事
情とは言えない。

工期の延伸
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内容対象者日付

・地下構造物等の全てを除去するつもりはない旨の申し入れ
・解体工事の工期延伸について区に申し入れ（一部存置で５か月延伸）財団→区令和7年

(2025年)3月

地下構造物等の一部存置と解体工事の工期延伸について報告
財団→
施行者会
（※1）

令和7年
(2025年)5月

①二者で実務者意見交換会を実施（全10回）
＜協議事項＞
・学校建築計画と解体工事の内容確認
・存置される地下構造物等の位置と構造の確定
・存置する地下構造物等の図面作成
・確認書（※2）締結に向けた調整
②二者間で文書のやりとり

区・財団

令和7年
(2025年)5月

～
令和8年
(2026年)7月

解体工事の工期延伸に要するスケジュールを確定し施行者会に報告
（一部存置でさらに１年１か月延伸）

財団→
施行者会

令和8年
(2026年)10月

確認書（※2）締結予定区・財団令和8年
(2026年)12月頃

詳細はこちら
（区ホームページ）
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残す地下構造物等は学校建設に支障がなく、地盤に悪影響もな
いと思われるので、土地の価値は下がらないのでは？

不動産鑑定士より、杭等の地下構造物が残った土地の価値は、当
然に下がると指摘されています。

建設に支障がない地下構造物等まで取ると、地盤に悪影響がある
のでは？

取り除いて適切に埋め戻すことで強度は保つことができます。

建設工事費用

除去工事費用

現在の
学校敷地使用料※

｜ ｜

現2年生までが新校利用 現1年生のみ新校利用

建設工事の着手が遅れることでインフレ高進の影響を受けやすい建設工事に早く着手できることでインフレ高進の影響が減る

インフレ高進の影響が少ないうちに除去する将来除去することでインフレ高進の影響が大幅に増す

土地を使用する期間が長くなり約１年分追加でかかる土地を使用する期間が短くなり抑制できる

※令和９年１月以降、杉一小敷地（A街区）の約７割は他の権利者が使用する土地となるため、土地使用料の負担が発生します
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1 2 3 旧病院解体工事が３年近くかかるよう
だが、短縮できないか 

地下構造物等を取り除くと、更に
約1年も必要となるのか？ 

学校の建設工事に＋２か月が加
わっているようだが何故か？ 

河北医療財団から地下構造物等の一部を残
すとの申し出があったことから、取り急ぎ
算出した概算期間です。 
今後、皆さまからいただいた意見を踏ま
え、これらを取り除くこととした場合は、
除去工事にかかる設計を行い、詳細な工期
を算出します。 

河北医療財団の解体・除去の遅延
により、夏をまたぐ時期がずれ、
夏季休工期間を増やす必要が生じ
たためです。 
 

令和7年に河北医療財団から５か月の解体
工期延伸の申し出があって以降、1年近く、
区は工期短縮についても協議を続けてきま
したが、河北医療財団の見解は変わらず、
令和８年(2026年)10月には、一部存置の場
合でも更に13か月延伸するとの報告があり、
現時点では延べ3年近く要すると聞いてい
ます。
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投函・入力期限
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